
明石市総合交通計画

【 計画の目的 】

みんなで持続可能なやさしい交通体系を守り・育てる
～「人と人」「人と地域」「地域と地域」をつなげる公共交通～

「明石市総合交通計画」は、過度に自動車に頼らず、徒歩や自転車、鉄道、バス、タクシーなどの交

通手段の適切な役割分担のもと、「誰もが安全で安心して移動できる持続可能な交通体系の確

立」に向け、必要な取り組みとその展開を明らかにすることを目的としています。

令和5年度（2023年度）～令和14年度（2032年度）

【 計画の基本理念 】

【 計画の目標 】

⑵ 公共交通利用圏

（2022年度） （2032年度）

現況値 91.8％ 目標値 90％以上に維持

現況値 36.4％ 目標値 50％に増加
（2021年度） （2032年度）

現況値 138円/人 目標値 138円/人に維持
（2021年度） （2032年度）

⑴ 公共交通利用者数

東西の移動は鉄道、南北の移動はバス交通が担い、西明石地域以西の路線バスが運行していない

地域と最寄り駅をコミュニティバスが結ぶことで、役割分担しながら交通ネットワークを形成します。

❖ 路線改廃スキーム

路線の見直しや廃止に向けた手順を明確化し、以下の具体の手法により運用を行います。

収支率
全利用者が税抜き運賃を支払ったとみなした
時の収支率

目標値
収支率の見直し基準値を日利用者数に換算し
た値
目標値＝（年間運行経費-減価償却費）/

税抜き運賃×見直し基準/365日

必要値
評価前年度の実績から評価年度の5年後に目
標値を達成するために必要な日利用者数

沿線人口の利用率
各路線の日利用者数を沿線人口で除した値
※沿線人口：バス停から半径300ｍ圏内の人口

最小値
沿線人口の利用率
Tacoバス： 1％ Tacoバスミニ： 0.5％

経過観察①
現状の路線維持を原則とする

経過観察②
地域と路線見直しや利用促進に向けた検討を
始める

【 本市の課題 】
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令和4年度改定版

概要版

⑶ コミュニティバスの収支率

⑷ 利用者1人あたりの公的資金投入額

交通ネットワークの考え方

コミュニティバスの展開方針

※収支率は、全利用者が税抜き運賃を支払ったとみなした運行収入と、車両減価償却費を除いた運行経費より算出

Tacoバス ： ５０％ /  Tacoバスミニ ： ２０％

⑴ 少子高齢化の進展

⑵ 持続可能なコンパクトなまちづくり

⑶ 公共交通（鉄道・バス）の交通ネットワークの維持

⑷ 多様な移動ニーズへの対応

⑸ 交通安全対策

⑹ 脱炭素に向けた対応

⑺ 自動車分担率の増加

⑻ 近隣市町との連携の強化

⑼ 新しい生活様式への対応

現況値 8,410万人 目標値 1億人に増加
（2020年度） （2032年度）

❖ コミュニティバスの見直し基準

収支率※（運行収入/運行経費）が、以下の基準を下回る場合は、運行の見直しなどを検討します。
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二見地域の実施目標
市民の参画による鉄道駅を中心の交通環境づくりを
推進し、自動車利用から公共交通への転換を促進

魚住地域の実施目標
市民の参画によるJR魚住駅を中心とした交通環境づくり
を推進し、自動車利用から公共交通への転換を促進 西明石地域の実施目標

新幹線駅であるJR西明石駅の機能性向上による
円滑な交通環境づくり

明石東部地域の実施目標
市の中心核として市内外の交流の促進と既存の
充実したネットワークの維持・改善

大久保地域の実施目標
JR大久保駅周辺の医療・商業・公共施設等へのアクセス向上および
公共交通の利用を中心とした円滑な交通ネットワークの構築

基本

戦略

みんなで守り・育てる持続可能な交通体系の確立

持続可能な交通体系

の確立を目指し、交通

事業者だけでなく、み

んなで守り・育てる意

識を醸成し、利用促進

を図る取り組みを一

体的に実施していき

ます。

ユニバーサルデザインの推進

「住みたい・住み続け

たいと思うまち」を目

指し、障害の有無や年

齢などに関わらず、子

供から高齢者まで誰

もが安心して快適に

移動できるような検

討や取組を進めます。

快適な道路ネットワークの構築

道路の渋滞緩和や、

安全性向上に向けて、

車だけでなく自転車

や歩行者も含めた回

遊性の向上を目指し、

事業効果の高い幹線

道路の整備促進や快

適な自転車、歩行者

空間を形成します。

駅を中心とした地域拠点の形成と連携

各地域における駅

を中心とした集約

型まちづくりに向け

て、駅周辺のまちづ

くりと連携しながら、

交通結節機能の強

化などにより利便

性向上を図ります。

交通安全対策の充実

徒歩や自転車などで

の移動における安全

で円滑な交通環境を

実現するため、ハー

ド・ソフト両面で交通

安全対策を促進しま

す。

④ 移動等円滑化
（ユニバーサルデザイン）の促進

⑤ 移動支援の推進

① 公共交通ネットワークの維持・改善
② 公共交通利用環境の向上
③ 交通に関する調査・研究

⑥ 交通安全・快適性向上
⑦ 災害時等への対応
⑧ 環境への配慮

⑪ 参画と協働による施策実施
⑫ 公共交通を利用する意識の醸成

⑨ 観光施策との連携
⑩ 近隣市町や地域間との交流促進

施策

方針

持続可能な社会に向けた

安全安心で環境にやさしい

取り組みの実施

(持続可能な社会の実現)

誰もが快適に移動できる

交通環境づくり

（交通環境の

ユニバーサルデザイン）

公共交通を中心とした

交通体系の構築

（マネジメント）

明石のまちを活性化する

交通体系

（交流促進）

公共交通をみんなで

守り・育てる意識の醸成と実践

（参画と協働）

事業プログラム

主要プロジェクト

西明石駅南側の開発イメージ図

ホームドアの設置幹線道路整備スムーズ横断歩道出前講座の開催


